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 ルールとマナーを守る、日常的に、当たり前のこ

とをしていれば、特に問題視することもない。 

 前回の号でも少し記載しましたが、昨今、あまり

よろしくない事柄が聞こえてきます。すてきな地域

となるために、皆様の家庭でも話題に取り上げて下

さり、話し合って下さればと思います。 

◆交通事故・自転車の運転と保管・盗難について 

 平和駅には多くの自転車のための駐輪場がありま

す。通勤や通学の皆さん、きれいに整頓して駐輪し

てますか、鍵はちゃんとかけておりますか。自転車

の盗難もここからが多いようですのでお気をつけて

ください。 

 自転車の走行の

ルールが変わって

おります。 

 町内会でも子供

向け、高齢者向け

の交通安全教室も

開催しております

が、ルールどうり

に走行しなけれが事故に繋がりますし、他の人に危

害を与えることになります。お互い安全に注意して

乗りましょう。 

 先日も、街頭啓発の黄色い旗の先の車道を車と対

面で抜けて行く自転車がありました。 

 又、町内のバス停には駐輪場はありません。私有

地に無断で駐輪したり、乗り捨てはいけません。 

 ◆ゴミステーションについて 

 これから冬場、雪で覆われてしまいます。雪をは

ねて、ネットの中にきちんと入れてください。 

ネットの上や雪の上に置いたままですと、カラスが

狙っておりますので、心配りをお願いします。 

 ◆学校給食の給食費の不払いについて 

小学校、中学校の給食は無償化されておりません。 

経済的な理由以外でお子さんの給食費を振込しない

父兄が多々あるとの事。給食費が不足すると全体の

給食の質を落として賄うのです。 

 例えば、バナナ１本が半分とか、イチゴ３個がミ

ニトマト２個に変えるとか、栄養士さんも苦労して

献立を変更しているのだそうです。お子さんに、

「自分の給食費は振り込んでくれたの」と聞かれた

らなんと返事なさるのでしょう。 

 ◆生活態度、ことば使いの悪さなど 

学校は授業を受けるのが第一、それが当たり前。 

中にはこの当たり前のことが守られず、逆に他を妨

害する、これが大き

くなると、授業が出

来なくなる、学級崩

壊へとつながる。 

 我が地域の学校も

こんなことにならな

いように。 

 家庭での躾が第一 

「親の背を見て子は

育つ」と言います。子育て中の親御さんは特に、子

供に胸張って、堂々と、子供の鏡になって下さい。

子どもは親の２倍も３倍も感じています。 

 ◆お風呂場でのお話し 

「私、毎年、町内会婦人部の旅行を楽しみにしてい

るの」、「前回の旅行もめったに見れない所に行けた

し良かったね」、「私も毎回参加しているよ」、「いい

町内に住んでいてよかったわ」。婦人部の旅行に今回

も参加して、顔なじみの人とのお風呂での会話だっ

たそうです。  
 ◆思い出してほしい 

 あの東日本大震災の時に、給水や炊き出しにきち

んと行列を作って待っていたことを。外国ではこの

時の映像を見て、「信じられない」、「日本人はなんと

素晴らしい」と称賛された時のことを。 

 これはルールとかマナーとかを語る前に、日本人

としての文化ではなかろうか。外国に向かって、自

信を持って誇れる日本人としての身についた文化な

のです。 

 地域にあっても、ドロボーはその地域が乱れてい

たり、汚かったり、ルールもマナーも守られていな

い地域には安心して入って行くのだそうです。 

 一方、地域がきちんとしている街にはなかなか入

り込めないのだそうです。まして、防災や防犯に地

域での関心が高く、パトロールも行き届いている地

域では、犯罪の抑止力となり、安心して住める地域

となって行くのではないでしょうか。 安心・安全

なまちづくり、福祉力の高い地域で支え合えるまち

づくり。これらは与えられるもので無なく、自分た

ちで作り上げてゆくものなのです。 



  北東白石連合町内会防災訓練開催 
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 家具等転倒防止講習会開催 

 北東白石まちづくり協議会広報紙           き た の ご う り 

平成２５年度白石区自治組織代表者研修会 

 東日本大震災

後、地震にたいし

ていろいろな面で

意識をしておりま

したが、今回の講

習会で札幌の過去

の地震の最大震度

が４であったと聞

き、益々意識が高

まりました。また、札幌近郊にも直下型の活断層

があり、いつ大きな地震が起きてもおかしくない

と知り、備えが必要であることを実感しました。

特に厳冬に起きた場合、家具が倒れて避難が困難

となり、被害も甚大になってしまうことが講習を

通じて理解することが出来ました。 

 家具の置き方や止

め方、日頃から手軽

な事を１つ1つ準備

していくことが大事

であると解かりやす

く指導していただ

き、大変参考になり

ました。 

第９巻第 52号   2013.12.01 

第９巻第 52号   2013.12.01 

 平成２５年１０月９日（水）16：00～ベルクラ

シック札幌フローラにおいて白石区町連協主催によ

る自治組織代表者研修会が開催されました。 

 今年は「これからの町内会・自治会の役割と展

望」がテーマで名古屋大学中田実名誉教授の講演が

ありました。近年になく充実した内容の講演で、私

たちはどうあるべきかを問われる講演でもありまし

た。講演の一部をご紹介します。 

◆1、住民組織への期待と現実 

 災害時における普遍的事象や地域福祉への移行、

環境、文化の持続的継承と発展、災害ユートピアへ

の期待。一方その背景は複雑である。人口構成のゆ

がみ、高齢化、少子化により、地域分布の偏り、人

口減少化で、公助、自助の後退、共助しか残らな

い。 

 地域も自分の力とあり方を、改めて点検し直す必

要がある。リーダーの消極化→活動の魅力低下→ 

行事の中止→住民の自治会離れ＝悪循環に陥ってい

ないか。地域問題の解決⇔地域の活性化。 

◆2、市民活動をめぐる状況と課題 

市民の74％はまちづくりに参加したいと思ってい

る。住民各自の得意を活かせる参加の場づくりを、

そのために何が（どんな対応が）必要かを考えよ。 

◆3、自治会加入、脱退は自由だが、共益費負担は

義務である。（最高裁平成17.4判例） 

◆4、多様なニーズにもとづく多様な活動の担い手

は、特定区域の住民のニーズを代表できる主体は。 

自治会連合会の強みはどこにあるかを考えよ。 

 以上ほんの一部ですが私どもに与えられた課題で

もあります。みんなで考え、いいまちづくりを。 

  関 紘一氏 札幌市自治功労者表彰 

全国防犯協会連合会より防犯栄誉銅賞も受賞 

９月２９日(日)午前９時30分より     

北東白石連合町内会防災訓練を実施 

当日は、各町内会で

集合訓練・避難誘導

訓練を実施後に東川

下公園に集合。 

開会式、北東白石連

合町内会 関会長の

挨拶と白石消防署北

郷出張所 堤所長の

挨拶の後、白石消防団北白石分団による｢消火、救

出、救護｣訓練、きびきびとした、日頃の訓練の成

果を拝見することができました。 

テント内に煙を充満、その中を通過する、煙道通

過訓練の後、３班に分かれ (1)防火資機材取扱い

説明及び担架作成要領 (2)バケツリレーによる消

火訓練及び消火器による消火訓練 (3)ＡＥＤ使用

による心肺蘇生方法、を交互に実施されました。 

連町婦人部により、炊き出し訓練が行われ五目飯

一パックを参加者全員に解散時に渡されました。 

  

北東白石連合町内会会長

（川北町内会長）の関紘一

さんが平成２５年度札幌市

自治功労者として表彰され

１１月１９日（火）札幌

パークホテルで授与式が執

り行われました。（写真右

上）札幌市自治功労者は永

年に渡って自治組織の長と

して功労があった方を認定

表彰するもので、北東白石

地区からは４人目となりま

す。おめでとうございま

す。又、関紘一さんは9月

に全国防犯協会連合会より

防犯栄誉銅賞も受賞（写真

右下）されました。 



 「北の郷里」ホームページ URL  http://kitanogouri.com/index.php  北の郷里 検索 
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人形劇団「ひょっこ」楽しかったネ！   北都小学校開校40周年式典挙行         

 11月21日北都小

学校開校40周年記念

式典・祝う会が多く

の関係者の中厳粛に

挙行されました。 

 北都の野に酷寒と

風雪に戦いながら、

開拓の鍬を打ちふ

るった先人の精神の中で、昭和48年10月「札幌

市立北都小学校」が設置。13学級475名で開校。

Ｓ56年校区変更で111名川北小へ移籍。その後の

４月で38学級、1579名在籍。Ｓ57年東川下小新

設で650名移籍。以来40年を迎えました。 

 祝う会では、タイムマシーンを使った40年の歩

みを全生徒で合唱や踊りで表現し、参列者も遠い

昔を思い出しておりました。 

 社協・地域の茶の間と入浴ツアー 

第９巻第 52号   2013.12.01 

北東白石地区社会福祉協議会では10月19日10時

より東川下記念会館において、今年で4回目となる

一日「地域の茶の間」スペシャルを開催。 

地域の人々による合唱や日本舞踊や、市内の演芸団

体から楽器演奏、マジックショー、尺八演奏などの

出演があり、売店もカレーライス、いももち、おし

るこがあり、一日楽しく過ごしました。 

 展示コーナーでは絵手紙やポッポ保育園のお絵か

き（第1面に掲載）、写真作品が展示されました。

社協：小林酒造見学

＆栗山温泉へ 

11月9日(土）地域の単身

者対象の施設見学と併せた

入浴ツアーを開催、バス2

台で楽しんできました。 

 北東白石地区青少年育成懇談会開催 

 川北町内会 

人形劇観劇会 

10月20日(日)福祉

部、青少年部合同

企画人形劇団｢ひ

よっこ｣の観劇会が

行われました。幼

児から大人75名が参加

して人形の軽快な動きと

軽妙なやり取りに,子供達

は歓声を上げ、大人も童

心に還り大いに笑い楽し

い一時を過ごしました。  

 第14回となる地区育成懇談会がさる10月16日

東川下記念会館において、青少年育成委員会と北

都中学校区青少年健全育成推進会の主催により開

催されました。 

 当日の参加は各町内会（6）、各小中学校、ＰＴ

Ａ、各種団体が一同に介したなか、白石警察署の

少年係佐藤講師の「携帯電話とスマートフォンと

の違いについて」との基調講演があり、犯罪に巻

き込まれない注意点などが指摘されました。 

 各学校からは生徒の状況報告があり、地域にお

ける子どもの現況を互いに話し合いました。 

 家庭においても携帯やスマホの使い方、学校生

活や日常のマナーについて、子どもとよく話し合

うことが大切な事で、今一度考えてみましょう。 

  30回を迎えた四校交歓音楽会 

10月30日北都中学校において第30回四校交歓音

楽会（北東白石社協支援）が開催されました。 

 30年間に渡って多くの諸先輩から継承され開催

されて来た音楽会。今年も東川下小5（74名）、北

都小6<69名）、川北小5（136名）、北都中合唱部

（15名今年結成）の合唱が発表され、一段と高い

レベルの合唱が心にしみ渡りました。 

 その後、青少年育成「標語」優秀作品14点の表

彰が青少年育成委員会より授与され、最後に北都中

吹奏楽部の素晴らしい演奏で終了しました。更なる

継承が出来ます様期待いたします。 

 「あいさつで輝く地域つくろうよ」「ポイ捨ては

心と町がよごれるよ」「取り組もうしっかり分別ぼ

くたちも」などや、いじめ、交通安全など多くの

テーマに取り組んだ標語が印象的でした。 

子ども達より、大人へのメッセージでもあります。 

 川北ミニミニ健康フェア 

 11月8日(金)、第2回川北町内会「ミニ・ミニ健

康フェアー」が、開催されました。 

 当日は、大雨の中を51名の方々が参加されて、

血圧、血管年齢測定、握力、30秒椅子立ち上が

り、開眼片足立ち等の健康・体力の測定を行いまし

た。今回、初めての保健センター先崎管理栄養士に

よる個別栄養相談コーナーでは、皆が列になって待

機する程大好評でし

た。又、介護予防セン

ター山田相談員の『元

気!講座』やハンドマッ

サージ・簡単メーク

コーナー、足裏マッ

サージコーナー等、楽

しく和気藹々の中健康

補助飲料のお土産を頂いて終

了しました。 

栄養相談コーナー 

小林酒造 
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     ちょっといい話        行 事 予 定 案 内 
◆札幌市優良青少年及び青少年育成者の表彰受賞者

について１１月９日札幌市青少年育成大会の場で次

の２名が表彰されました。おめでとうございます。 

 青少年の部・・川北子ども会 森 若菜さん 

 育成者の部・・北東白石地区育成委員会の 

        芦田 れい子さん 

 

◆白石区の川柳コンクールでは東川下町内会在住の 

 佐々木陽一さんが銅賞を受けました。 

 

◆道新の小学生新聞グ

ランプリで川北小の湯

川 築 君か最高賞を

受賞しました。 

 道内の小学生が自

分たちで取材し、工夫

を凝らして作った新聞

で参加する「道新私と

僕の小学生新聞グラン

プリ」に最高賞のフム

フム大賞を川北小学校

５年の湯川 築 君が

受賞されました。 

全道から一万五千点

強の応募があった中で、最高賞６名の中の一人とな

り１０月５日に表彰式がありました。 

湯川 築 君は、父方の家系が木材業を営んでい

た事を知り「木材」について興味を抱き、今回発案

した「木製のおもちゃのジェンガ」と共に取材を敢

行。木材伐採現場、製材所、木材問屋等を廻って情

報を収集しそれを記事にされました。 

「木製ジェンガ」は、制作にあたり札幌市立大学の

デザイン学部木工室に出向き相談し作成。そしてそ

の作成過程と出来上がった「木製ジェンガ」の検証

を写真と絵を使い時系列で記事にされました。 

     ーーーー 編集後記 －－－－ 

◆去年の党首討論の時に約束した議員数の見直

し、最高裁で一票の格差違憲判決が出ていても、

今だに手つかずの状態。どうする国会議員！。 
◆2020年東京オリンピック招致を成功しました

が、国立競技場の建設には、お金が掛かり過ぎる

ので、規模を小さく見直しするとの事。 

◆例年、年末になると犯罪が多く発生します。 

当地区でも、多くの家で空き巣や、窃盗の被害に

あっています。家の施錠、家の周り点検、車の施

錠、車庫の施錠、等々皆様で出来る事はして、被

害に遭わない様にしましょう。不審者を発見した

ら、すぐに警察に通報して下さい。 

◆51号と今号とで「マナーやルール」について記

しました。一人一人の思いやりと心がけで、温か

い街を作って行きましょう。 

◆ではみなさま、師走を乗り越え良いお正月を。 

 北東白石地区社協：市民講座開催 
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「相続でもめな

いために」と題し

て、社協主催の市

民講座が１１月２

２ 日（土）13 ：

30～北都地区会

館において開催さ

れました。第一部

は改正相続税や遺

言状の書き方などを、たつみけいこ行政書士に講義

してもらいました。二部は社協の島田会長が作成し

た「エンディングノート」をもとに、その必要性と

作成要領について話があり、一貫して「相続でもめ

ないために」との熱意が伝わりました。４６名の参

加者でした。 

 ニューイアーコンサートのお知らせ 

開催日平成26年1月11日（土）13：30～15：20 

場所  北都地区会館 北郷3条12丁目4-1 

    ニューイアーコンサート  

     琴 三弦 二胡 による演奏 

出演者 琴  永田章陽  三味線 関 安子 

    二胡 古屋由香 

 ここ数年弦楽四重奏でのコンサートを開いてき

ましたが、今回は和の象徴である、箏（琴）と三

弦（三味線）、中国楽器の象徴二胡とのコラボレー

ションです。ご期待ください。 


